
【 教会讃美歌   ４６０ 】

１．こころみうけ 悩むとき

       祈りたまえ わがために

       迷えるとき 呼びかえし

       落ちゆく身を ささえませ。

２．世のたのしみ 目を奪い

       世のたからに まどうとき

       十字架の主の みくるしみ

示したまえ わがむねに。

３．うれい悩み 苦しみも

       主の恵みの わざなれば

       すべてを主に ゆだねつつ

       み手に頼り われはゆかん。
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【 教会讃美歌 ２７９ 】

１．みことばも 世を造りし み神よ、

祈りを聞き くらきやみに

     てらしたまえ ひかりを。

２．病めるものを いやしませる 主イェスよ、

     とく来たりて もろびとらに

     てらしたまえ ひかりを。

３．はとのごとく くだりませる み霊よ

     いのち与え 世のやみじに

     てらしたまえ ひかりを。

４．三つに在して ただひとりの み神よ、

     地の果てまで とこしなえに

     てらしたまえ ひかりを。
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